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論 文 内 容 の 要 旨























がすでに認識 していた。すなわち、 アダム ・スミス以来、1)利 潤率は資本蓄積の進行にしたがっ
て低落するという認識から、2)利 潤率の国際的相異が国際間に生 じ、資本の国際間移動が起 こる
という知見を示 していた。 これが体系だてられるのはリカー ドゥにおいてであるが、彼は、一方で
は産業発展と自由貿易 とが蓄積の進行 した国の利潤率低落を抑止すると把握 し、他方資本流出は資
本輸出国を衰退させ ると認識していた。 ミルとマルクスは、これに対 し資本移動自体が利潤率低落
を阻止 し、かつ資本移動が自由貿易 とともに世界市場を拡大 し産業資本蓄積の制限を解除すると認
識 していた。だが、 このような理論体系の発展にもかかわらず、資本移動論の基本的課題 は遺 され
るにいたった。その第1は 、資本主義発展と利潤率低落の関係が不確実となり、利潤率の国際的相




・自由主義段階のイギリス資本移動 は、1)イ ギ リス資本が貸付資本形態で、主 に非資本主義的農
業地域に外延的に移動 し、そこでインフラス トラクチュアーを整備 し、世界市場を拡大 して産業資
本の蓄積制限を解除 したこと、2)資 本移動からの利得 は単なる発展度の相異に基づく利潤率の相
異ではなく経済社会の歴史的構造 と結合した前期的収奪にも基づいてたこと、3)イ ギ リス国内で
の産業と金融の 「裂け目」 は、資本移動を媒介にしたと産業資本と貸付資本の相互利益に結果する
分業の反映であったことを示 している。帝国主義段階になると、この様相は変化 し、イギリス資本
輸出についてみれば、1)種 々の独占の形成 と世界市場における列強の寡占的支配 ・競争関係から、
独占的高利潤を獲得 しうる領域への投資の集中が展開し、2)投 資受け入れ国での生産を直接把握
する投資増大への傾向が生 じ、3)投 資国の金融的寄生の結果、産業と金融の分業が破壊 されてい





第1次 大戦後、資本移動は停滞期に入 る。戦後国際経済関係の再編は、一方ではそれが自由 ・無
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差別 ・多角主義的世界市場を産み直接投資の拡大に水路を開 くが、他方ではケインズ的世界経済管







考慮 しながらリカー ドゥ型国際価値模型のインプ リケーションを再吟味する。労働価値説の理論的
吟味と支配的事実の検討の結果、国際価値論模型の出発点 は、労働の質の国民的相異を基礎とする
ことが導かれる。そこで、 これまでの新古典派、マルクス派 とは意味を異にする 「修正されたリカー
ドゥ模型」を確立 し、そこで利潤率の国際的相異を生み出す根拠 と国際資本移動を含む資本配分を





部門か らの資本移動は生 じないことが導かれる。 この結果、労働の質、っまり生産性の高い国の比
較劣位部門か ら、生産性の低い国の比較優位部門に向かって、労働の質がある程度低 くても現地資
本に対 して競争上優位に立ちうる場合、 しか も国内比較優位部門に国内移動するよりも外国に資本
を輸出 した方が有利な場合に、産業資本の輸出が生 じることが理論的に明らかとなる。 これは村岡
俊三の仮説に一致する。さらに、資本移動が生 じうる場合に、資本配分の市場での均衡 とマクロ的
な均衡 との間に緊張関係があることが展望される。こうして、1)平 均利潤率を規定する変数が基
本的に明 らかにされるとともに、2)国 際資本移動が産業資本輸出の形態では非対照的で、 しかも
狭い範囲で しか生 じないこと、 したがって利潤率の均等化は生 じないこと、3)経 済均衡が内生的
に安定的に達せられる為の条件は極めて厳 しいことが明 らかとなる。なお、 この分析は、純粋労働








論 文 審 査 結 果 の 要 旨
1
本論文 は、国際資本移動についての学説 の検討、歴史的実証をふまえ、1980年 代か ら急速 に拡大
した国際資本移動、とりわけ対外直接投資に関する基礎理論を構築す ることを目指 したものである。










第1部 では、古典派経済学における国際資本移動論が、A.ス ミス(第1章)、D.リ カー ドウ
(第2章)J.S.ミ ルとK.マ ルクス(第3章)、 の順に検討される。筆者 はここで、彼 らは国際資
本移動の存在を明確に認識 してお り、論述に精粗はあるが何れもそれを利潤率の傾向的低落 との関








この時期に顕著になった、同国の 「産業 と金融の裂 け目」によって規定される、過剰貯蓄のはけ口
であり、かつ非資本主義的領域の前期的収奪を目指 したものであった、 とする。そして、 このこと
と関連 して、筆者は、 ミルやマルクスの世界市場認識 は概ね妥当なものであったが、 しかし彼 らの








第3部 は第1部 、第2部 の展開をふまえて、筆者の理論構築を試みた部分であり、本論文の中心
的部分である。先ず導入部である第6章 では、第2次 大戦後の世界経済の趨勢をスケッチしたうえ
で、国際資本移動を含む国際分業モデルの構築が現在の国際経済 ・世界市場の分析には不可欠であ
ることを指摘 し、ついに第7章 では、 これまでの労働価値論 にもとつく国際価値論 に代わる筆者独








等を論証する。さらに、⑤上記の議論 は資本財を導入 したモデルや寡占や非貿易財を導入 したモデ
ルにも拡張 しうる、としている。












(1)筆 者は、古典派経済学が国際資本移動の事実を認識 していながらそれを取り上 げていないこと
に問題を解明する糸口があるのではないかとし、古典派経済学の資本移動に関する言及を探索 し
これに詳細な検討を加えるのであるが、 この着想はきわめて卓抜であり、かっその展開 も鋭い も




の面か ら古典派経済学の特質を照 らし出す ことにもなっている、 ということがで きる。
(2}筆 者は、自由主義段階 と古典的帝国主義段階のイギ リス資本輸出の段階的な差異は、それぞれ
の時期の世界経済の構造 とそのなかでのイギリス経済の位置、ないしイギ リスが入 った国際分業
関係のあり方に求め られ るとして、 このことを豊富な資料を駆使 して克明に分析 ・実証 し、前者
の特質 は非資本主義的領域に対する貸付資本体系での資本輸出、後者のそれは独占的高利潤を期
待できる地域に対 し金融的に寄生する資本輸出である、と定式化 しているが、 この実証研究はき
わめて優れたものであり、定式化 も説得力をもつ。更に筆者は、 この実証研究の成果 と同時代の





③ 筆者は、各国の労働と経営の質の相違を重視 した独自の 「修正 されたリカー ドウ ・モデル」を
提起 し、それにもとついて、対外直接投資を惹起す る内外利潤率の相違を諸商品の世界市場価格






が関説 していない問題群を掘 り起こし、 もって対外直接投資論の内容 と外延を明確にしえたこと
に、求められる。むろん、本論文のこの部分の個々の展開のなかにはもっと掘り下げるべき論点
があることは事実であるが、それ らは筆者の今後の課題であって、そのことは筆者自身 も承知 し
ている。その点を措 くならば、 この分野の研究の現状に鑑み、本論文のこの部分での筆者の試み
は、モデルの斬新性や展開の鋭 さ、等 もさることなが ら、この分野の今後の研究のひとっの方向
を提示する業績 として高 く評価できるものである。
以上、審査するところにより、本論文は経済学博士の称号を授与するに値する論文である、と認
定する。
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